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楽しい園行事がたくさんあった２学期も終わりです。一つ一つの行事を振り返りますと、

友達と“いっしょに楽しむ”ことを通して、一人一人の子どもが、それぞれのよさを発揮し

つつ、たくましく育ってきたことを実感することができます。年末年始は、ご家族と共に過

ごす時間を通して心のエネルギーを蓄え、３学期、一層の成長を見せてくれることと期待し

ています。皆様、どうぞよいお年をお迎えください。 

 

保育園の看護師さんを講師にお招きし、「鼻かみ教室」を開きました。人差し指で鼻の上を

押さえ、反対側の鼻で“ふん！”と息を出します。糸の先の目印が動けば成功です。どの子

も夢中になって挑戦し、上手になりました。また、ＪＡオアシスを訪問し、おじいさん・お

ばあさんとの“ふれあい”も楽しみました。可愛い子どもたちの姿に、皆さん大喜びでした。 

 

オペレッタ「たこやきマントマン」は、子どもたちに大人気です。参加日の後、年少・年

長の子どもたちも加わり、皆で楽しんでいます。お気に入りの衣装を、進んでひよこ組さん

に貸してあげる優しいさくら組さんです。また、好奇心旺盛なさくら組さんは、サイエンス・

ショーでも大活躍でした。静電気を帯電させた“魔法の杖”で、意欲的に実験に挑戦！ 

 

“食育”の一環として、胡麻すりを体験しました。すり鉢、すり粉木を初めて使う子ども

たちが大半だったと思います。「いいにおい！」「きな粉みたい！」と感じたことがそのまま

言葉になって飛び交いました。感性豊かな青組さんは、クリスマスのお楽しみ会でも本領発

揮。サンタクロースの登場に一番喜んでいました。素直で子どもらしい心の年長さんです！ 


